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担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

－
 
判
例
・
学
説
の
推
移
佃
～
－
 
 

四
 
後
期
の
判
例
∵
学
説
－
1
ユ
軍
業
法
務
の
展
開
、
判
例
・
学
説
に
よ
る
削
度
の
微
調
整
 
 
 

小
 
特
約
論
の
奄
点
化
～
－
議
論
の
座
標
軸
の
変
換
 
 

郁
 
変
化
の
背
景
 
 
 

②
 
特
約
論
の
過
熱
化
と
そ
の
背
景
 
 

二
 
中
期
（
大
正
・
昭
和
初
期
）
 
の
判
例
∴
字
説
 
 

－
 
間
接
義
務
概
念
の
導
入
・
制
度
の
位
置
付
け
の
対
立
・
民
法
第
三
九
二
条
と
の
交
錯
■
特
約
論
の
登
場
・
そ
の
他
 
 

佃
 
「
間
接
義
務
」
概
念
の
導
入
 
－
ド
イ
ツ
法
の
注
入
 
 

（
以
上
本
誌
五
」
ハ
巻
三
・
閏
号
）
 
 

榔
 
馴
鹿
の
位
置
付
け
の
相
違
 
－
 
柚
木
説
と
西
村
説
を
中
心
に
 
 

㈱
 
民
法
第
三
九
二
条
二
項
と
の
制
度
的
交
舘
∵
－
I
複
雑
化
の
新
た
な
要
因
 
 

㈲
 
掛
保
保
存
義
務
∽
免
除
特
約
論
 
 

判
 
そ
の
他
の
問
題
点
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
一
 
問
過
設
定
 
 

可
 
初
期
の
判
例
・
学
説
～
－
動
揺
期
 
 

㈲
 
小
括
 
－
 
判
例
・
学
説
の
大
枠
形
成
 
 

一
 
 免

除
特
約
の
 
「
空
洞
化
」
現
象
 
－
 
金
融
実
務
の
危
機
感
 
 

負
担
割
合
の
特
約
1
－
∴
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
求
償
権
の
確
保
、
民
法
第
五
〇
四
条
の
免
責
範
岡
へ
の
波
及
 
 

部
有
力
説
の
主
張
1
新
た
な
視
点
の
劣
勢
 
 

担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
の
解
釈
 
－
 
鈴
木
 
（
禄
）
 
説
 
 

一
二
一
 
 
 

（
以
上
本
譜
五
七
巻
一
号
）
 
 

〔
以
上
本
誌
五
六
巻
▲
言
ヱ
 
 

明
 
 

博
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引
約
定
書
ひ
な
型
が
発
表
さ
れ
る
に
至
る
 
（
昭
和
三
七
年
〕
。
金
融
実
務
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
同
一
顧
客
が
数
行
と
取
り
引
き
す
る
よ
 
 
 

保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
の
解
釈
論
に
移
る
。
昭
和
四
〇
年
代
以
降
は
、
そ
の
傾
向
が
鮮
明
と
な
る
。
い
わ
ば
、
議
論
の
座
標
軸
が
変
 
 

換
し
た
と
い
え
る
っ
 
変
化
の
背
景
に
は
、
な
に
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

当
初
の
銀
行
の
融
資
関
係
の
約
定
書
は
、
各
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
や
表
現
も
不
統
一
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
 
 

四
 
後
期
の
判
例
・
学
説
 
 

－
 
企
業
法
務
の
展
開
、
判
例
・
学
説
に
よ
る
制
度
の
微
調
整
 
 
 

川
 
特
約
論
の
重
点
化
 
－
 
議
論
の
座
標
軸
の
変
換
 
 
 

①
 
変
化
の
背
景
 
 
 

先
に
見
た
よ
う
に
（
先
述
二
）
、
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
議
論
は
、
人
正
・
昭
和
初
期
に
お
い
て
は
、
担
保
保
存
義
務
削
度
（
民
法
 
 

第
五
〇
四
条
）
を
正
面
に
据
え
た
解
釈
論
が
中
心
で
あ
っ
た
。
特
に
、
柚
木
博
士
と
西
村
博
士
の
主
張
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
義
務
論
お
 
 

よ
び
制
度
の
位
置
付
け
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
、
そ
の
議
論
の
焦
点
は
担
 
 

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
、
共
通
約
款
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
か
ら
銀
行
取
 
 

㈲
 
共
通
担
保
条
項
の
問
題
点
～
清
水
 
（
誠
）
説
 
 

舶
 
債
権
者
の
注
意
義
務
と
信
義
則
の
視
点
－
∴
星
野
説
 
 

（
以
上
本
号
）
 
 
 

脚
 
要
件
の
「
不
確
定
安
閑
L
！
判
例
・
学
説
・
金
融
実
務
家
の
主
張
か
ら
の
抽
出
 
 
 

潮
 
議
論
の
擦
れ
違
い
と
そ
の
背
景
 
－
 
法
的
思
考
の
視
点
か
ら
 
 

五
 
最
近
の
判
例
・
学
説
の
動
向
と
そ
の
到
達
点
 
 

六
 
む
す
ぴ
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何
ら
の
通
知
を
要
し
な
い
で
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
約
定
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
買
戻
し
の
効
果
が
当
然
に
発
生
す
る
 
 

一
∵
↓
一
 
 
 

思
表
ホ
な
し
に
買
戻
請
求
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
銀
行
側
は
非
常
に
有
利
と
な
る
が
、
第
二
審
判
決
は
、
特
約
に
よ
っ
て
 
 

認
完
さ
れ
た
た
め
、
Y
銀
行
は
民
法
第
五
一
一
条
の
制
約
（
支
払
の
差
止
め
を
受
け
た
債
権
を
受
働
債
権
と
す
る
相
殺
の
禁
止
）
を
免
れ
た
り
 
 

つ
ま
り
、
少
し
事
実
関
係
が
異
な
れ
ば
結
論
が
変
わ
る
非
常
に
微
妙
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
差
押
え
前
に
、
買
戻
請
求
の
意
 
 

預
金
と
の
相
殺
を
、
差
押
債
権
者
Ⅹ
に
対
抗
で
き
た
。
本
件
事
案
で
は
、
幸
い
に
し
て
、
差
押
え
の
直
前
に
買
戻
請
求
が
な
さ
れ
た
と
 
 

問
題
は
、
特
約
の
意
義
が
重
視
さ
れ
、
銀
行
取
引
約
定
書
の
統
一
化
の
契
機
と
な
っ
た
最
大
の
要
因
が
な
に
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
 

〉
一
室
、
 
 

銀
行
と
国
と
の
間
で
の
差
押
え
と
相
殺
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
あ
告
事
案
は
、
訴
外
A
会
社
は
Y
銀
行
に
定
期
預
金
債
権
を
有
し
て
い
た
 
 

が
、
A
会
社
は
国
税
を
滞
納
し
て
い
た
た
め
、
Ⅹ
（
国
）
 
は
、
こ
れ
を
徴
収
す
る
た
め
、
先
の
定
期
預
金
払
戻
債
権
を
差
し
押
さ
え
、
 
 

そ
の
通
知
書
が
Y
銀
行
に
送
達
さ
れ
た
。
こ
れ
に
村
し
て
、
Y
銀
行
は
、
そ
れ
ま
で
に
手
形
割
引
に
よ
り
A
会
社
か
ら
取
得
し
た
約
束
 
 

手
形
と
同
額
の
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
、
先
の
定
期
預
金
払
戻
債
権
と
相
殺
し
た
。
そ
の
通
知
は
差
押
え
後
に
A
会
社
に
到
達
し
た
っ
 
 

Ⅹ
は
相
殺
の
効
力
お
よ
び
相
殺
残
額
を
争
い
、
預
金
返
還
を
求
め
て
、
Y
銀
行
に
対
し
て
提
訴
し
た
。
第
一
審
で
は
、
相
殺
に
際
し
て
 
 

Y
銀
行
が
手
形
を
交
付
・
ロ
壬
示
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
相
殺
の
効
力
を
否
定
し
て
Ⅹ
を
勝
訴
さ
せ
た
の
で
、
Y
銀
行
が
控
訴
し
た
っ
 
 

第
二
審
で
は
、
差
押
え
前
に
、
慣
習
に
基
づ
き
割
引
手
形
の
買
戻
請
求
権
が
行
催
さ
れ
、
そ
れ
を
自
働
債
権
と
し
、
弁
済
期
未
到
来
の
 
 

定
期
預
金
債
権
と
の
相
殺
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
場
合
、
差
押
え
前
に
お
い
て
相
殺
適
状
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
相
 
 

殺
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
差
押
債
権
者
に
対
抗
で
き
る
と
し
、
Y
銀
行
側
の
主
張
が
結
果
的
に
大
部
分
認
め
ら
れ
た
。
 
 
 

問
題
を
整
理
す
る
と
、
本
件
で
は
、
国
税
債
権
に
基
づ
く
預
金
債
権
差
神
前
に
、
各
手
形
に
つ
い
て
買
戻
し
の
請
求
が
な
さ
れ
て
い
 
 

た
た
め
、
買
戻
請
求
権
が
発
生
し
て
お
り
、
Y
銀
行
は
、
差
押
え
前
に
取
得
し
た
自
働
債
権
で
あ
る
買
戻
請
求
権
を
も
っ
て
す
る
定
期
 
 

う
に
な
り
、
共
通
の
約
定
が
望
ま
れ
、
ま
た
、
そ
の
方
が
銀
行
に
と
っ
て
も
便
宜
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
銀
行
の
約
定
書
は
一
方
 
 

「
1
一
′
 
 

的
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
で
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
告
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存
義
務
の
免
除
特
約
の
強
化
も
議
論
さ
れ
、
以
後
、
金
融
実
務
の
専
門
家
を
中
心
と
し
て
、
特
約
に
よ
る
理
論
武
装
が
本
桔
化
す
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
 
 
 

約
定
書
の
内
容
の
整
備
検
討
と
そ
の
統
一
化
へ
の
迫
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
約
定
書
の
内
黍
の
整
備
の
過
程
に
お
い
て
、
担
保
保
 
 

す
る
正
確
公
正
な
法
的
判
断
の
修
練
や
不
完
全
な
約
定
書
の
整
備
な
ど
、
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
な
お
少
な
く
な
い
と
の
指
摘
が
あ
 
 

る
 
（
西
原
コ
メ
ン
ト
）
。
ま
た
、
買
戻
し
の
効
果
の
発
生
に
つ
い
て
、
銀
行
の
意
思
表
示
を
ま
た
ず
に
当
然
に
こ
れ
を
発
生
さ
せ
る
も
の
 
 

と
す
る
こ
と
に
、
格
別
の
実
益
を
認
め
な
い
。
か
か
る
条
項
を
設
け
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
と
の
当
局
の
意
見
も
見
ら
れ
る
（
法
務
 
 

省
民
事
局
）
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
銀
行
側
の
受
止
め
方
は
異
な
る
。
銀
行
と
し
て
は
、
業
務
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
の
保
全
・
回
収
が
生
命
線
で
あ
る
と
 
 

公
言
す
る
。
債
権
保
全
二
国
収
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
銀
行
が
最
も
有
利
か
つ
確
実
と
考
え
て
い
た
の
は
預
金
と
の
相
殺
権
で
あ
る
 
 

が
、
第
▲
審
で
の
敗
訴
に
よ
っ
て
そ
の
不
備
が
露
呈
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
銀
行
は
、
そ
れ
ま
で
の
約
定
書
の
不
備
を
痛
感
し
、
 
 

特
約
を
非
常
に
重
視
L
た
の
は
、
銀
行
だ
け
で
は
な
い
。
信
用
保
証
協
会
も
同
様
で
あ
る
 
（
後
述
②
佃
）
。
中
小
企
業
へ
の
融
資
に
お
 
 

い
て
、
そ
の
信
用
補
完
の
た
め
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
活
用
さ
れ
る
。
）
も
し
債
務
が
返
済
不
能
と
な
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
は
代
 
 

位
弁
済
し
た
後
、
求
償
債
権
の
回
収
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
の
場
合
、
求
償
債
務
者
と
の
問
に
預
金
取
引
が
な
く
、
銀
 
 

行
の
よ
う
に
預
金
債
権
と
の
相
殺
に
よ
る
債
権
回
収
を
当
て
に
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
信
用
保
証
協
会
は
、
主
た
る
債
務
者
の
銀
行
に
 
 
 

〓
一
国
 
 
 

も
の
と
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
れ
で
ほ
銀
行
ほ
相
殺
を
当
て
に
で
き
な
い
∩
、
 
 
 

本
件
は
、
争
点
の
多
く
が
民
商
法
に
明
文
が
な
く
、
契
約
条
項
な
い
し
慣
習
に
委
ね
ら
れ
、
従
来
判
例
の
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
問
 
 

題
を
含
み
、
銀
行
取
引
の
将
来
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
審
判
決
は
、
一
審
判
決
後
の
議
論
な
ど
を
慎
重
に
検
 
 

討
し
、
銀
行
側
の
あ
ま
り
に
ご
都
合
主
義
的
な
解
釈
を
厳
し
く
批
判
し
っ
つ
も
、
他
面
に
お
い
て
、
経
済
的
需
要
に
対
し
て
配
慮
を
示
 
 

し
た
判
決
で
あ
る
。
第
二
審
判
決
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
金
融
業
界
は
一
応
そ
の
伝
統
的
慣
習
の
動
揺
を
免
れ
る
が
、
経
済
事
実
に
対
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の
負
担
割
合
の
特
約
を
設
定
し
、
求
償
債
権
の
確
保
を
図
っ
て
き
た
。
信
用
保
証
の
実
務
家
を
中
心
と
し
て
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
、
 
 

特
約
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
学
説
は
一
部
の
研
究
者
を
除
い
て
低
調
と
な
る
。
担
保
保
存
義
務
の
問
題
は
、
体
系
苦
に
お
い
て
も
詳
し
く
は
取
り
上
 
 

バ
5
ノ
 
 

げ
ら
れ
な
い
情
況
が
長
く
続
く
ハ
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
負
担
割
合
の
特
約
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
っ
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
担
保
保
存
義
務
論
は
事
実
上
「
実
務
主
導
型
」
 
で
急
速
に
展
開
す
る
。
 
 

（
1
）
 
酉
罷
信
一
「
銀
行
取
引
約
款
の
あ
り
方
」
囲
頁
 
（
銀
行
取
引
の
法
理
と
実
際
・
所
収
）
 
「
平
一
〇
〕
。
 
 

（
2
）
 
第
一
審
∴
京
都
地
判
昭
二
一
一
一
一
一
山
下
民
集
八
・
一
 
二
三
〇
二
、
第
二
審
・
大
阪
高
利
昭
二
七
二
 
二
｛
八
高
民
恵
二
五
・
五
二
二
 
 

〇
九
。
 
 

（
3
し
 
仲
原
嘗
二
＋
「
一
▲
葦
判
決
の
概
要
と
そ
の
問
題
点
」
金
法
三
〇
五
号
一
頁
（
昭
二
七
）
、
水
川
耕
一
（
法
務
省
民
事
局
）
「
三
菱
控
訴
審
判
決
か
ら
み
 
 

た
銀
行
取
引
約
定
書
の
検
討
」
合
法
〓
〇
五
号
五
百
ハ
 
（
昭
三
七
）
り
前
相
席
∴
ン
ユ
リ
二
二
五
号
八
開
頁
 
（
第
一
審
判
研
・
昭
二
六
）
、
同
∴
ン
ユ
リ
 
 

二
一
九
［
ケ
八
七
頁
 
（
第
一
一
審
判
研
・
昭
四
∩
モ
 
 

（
、
1
こ
 
西
尾
・
前
掲
論
文
注
 
（
1
）
 
四
頁
、
石
井
眞
司
ほ
か
「
銀
行
取
引
約
定
書
ひ
な
型
二
〇
牢
を
振
り
返
っ
て
」
金
法
五
C
O
号
八
田
 
（
石
井
氏
発
 
 

言
」
 
（
平
九
「
一
大
野
稔
ほ
か
 
「
銀
行
取
引
釣
嘉
喪
と
債
権
回
収
の
実
務
」
銀
法
2
1
五
一
八
＝
ケ
川
宵
ハ
 
（
天
野
氏
執
筆
）
 
（
平
八
）
。
 
 

（
5
、
）
 
争
点
の
多
く
が
民
商
法
に
明
文
規
定
が
な
〈
、
契
約
条
墳
な
い
L
慣
習
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
（
〕
 
こ
の
点
に
つ
き
、
当
然
ふ
れ
る
べ
き
問
題
を
怠
慢
 
 

や
無
関
心
か
ら
見
逃
し
て
き
た
と
の
指
摘
が
あ
る
 
（
栴
寿
夫
「
契
約
の
自
由
と
銀
行
収
引
」
 
へ
序
論
）
 
法
時
凹
一
巻
七
号
五
言
只
 
こ
昭
四
川
）
「
 
 

対
す
る
債
務
の
保
証
人
を
、
協
会
と
債
務
者
の
保
証
委
託
契
約
に
参
加
さ
せ
、
協
会
が
弁
済
す
れ
ば
全
額
を
保
証
人
に
求
償
で
き
る
旨
 
 

一
二
五
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一
二
六
 
 

②
 
特
約
論
の
過
熱
化
と
そ
の
背
景
 
 

川
 
免
除
特
約
の
 
「
空
洞
化
」
現
象
 
－
 
金
融
実
務
の
危
機
感
 
 
 

金
融
実
務
で
は
継
続
的
・
長
期
的
な
融
賀
が
中
心
で
あ
り
、
取
引
継
続
中
に
債
務
者
か
ら
の
要
請
で
担
保
の
変
更
（
差
替
え
・
解
除
な
 
 

ど
）
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
担
保
に
少
し
余
裕
が
見
え
て
き
た
場
合
や
、
新
規
事
業
の
展
開
の
た
め
に
別
の
融
資
が
必
要
と
な
 
 

り
担
保
を
そ
ち
ら
の
方
に
振
り
向
け
た
い
場
合
な
ど
、
融
資
需
要
に
変
化
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
取
引
関
係
 
 

の
あ
る
顧
客
へ
債
務
者
）
か
ら
担
保
の
変
更
を
求
め
ら
れ
る
と
、
金
融
機
関
は
そ
の
要
請
を
断
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
、
し
か
し
そ
の
際
、
 
 

懸
念
さ
れ
る
の
が
担
保
保
存
義
務
違
反
に
よ
る
保
証
人
な
ど
の
免
責
で
あ
る
。
そ
こ
で
念
の
た
め
に
、
担
保
設
定
時
に
担
保
保
存
義
務
 
 

の
免
除
特
約
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
免
除
特
約
の
設
完
は
、
担
保
保
存
義
務
制
度
の
 
「
外
側
」
で
の
調
整
力
法
で
あ
り
い
 
 

わ
ば
対
処
療
法
的
な
手
段
で
あ
る
が
、
金
融
実
務
の
現
場
で
は
一
般
化
し
て
い
る
。
 
 
 

金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
免
除
特
約
の
必
要
性
を
積
極
的
に
主
張
し
続
け
て
い
る
じ
 
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
鈍
行
取
引
約
定
書
が
耗
 
 

㌻
さ
れ
た
後
、
特
に
昭
和
閏
0
年
代
か
ら
日
立
つ
よ
う
に
な
る
。
免
除
特
約
の
設
定
に
よ
る
免
責
効
果
の
封
じ
込
め
は
、
対
処
療
法
的
 
 

な
方
法
と
し
て
は
一
応
の
効
果
が
あ
っ
た
。
 
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
、
学
説
は
免
除
特
約
の
有
効
性
に
慎
重
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
た
 
 

め
、
免
除
特
約
を
設
定
し
て
も
必
ず
し
も
万
全
で
な
い
こ
と
が
、
現
場
に
お
い
て
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
結
果
、
金
融
実
務
で
は
、
 
 

免
除
特
約
に
依
存
す
る
こ
と
へ
の
不
安
と
怯
え
が
生
じ
、
こ
れ
が
現
場
の
新
た
な
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
っ
た
。
 
 
 

学
説
に
お
い
て
は
、
H
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
免
除
特
約
の
効
力
に
合
理
的
限
界
あ
り
と
す
る
有
力
説
が
ほ
ぼ
出
揃
う
こ
と
に
 
 

な
る
高
村
・
椿
・
鈴
木
（
禄
∵
石
川
（
喜
）
説
な
ど
）
。
ま
ず
、
西
村
博
士
は
、
具
体
的
諸
事
情
に
応
じ
、
か
つ
信
義
誠
実
の
原
則
に
 
 

従
っ
て
合
理
的
な
意
思
解
釈
を
な
す
べ
き
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
免
除
特
約
も
担
保
保
存
の
注
意
義
務
を
全
面
的
に
免
除
す
る
も
の
で
は
 
 

な
く
、
あ
る
程
度
こ
れ
を
軽
減
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
る
ゥ
西
村
博
士
の
主
張
の
前
提
に
は
、
保
証
契
約
の
特
殊
性
を
考
慮
す
る
視
 
 

点
が
あ
る
。
実
際
の
特
約
文
言
は
当
事
者
の
意
思
す
る
と
こ
ろ
よ
り
も
過
大
な
意
味
を
表
現
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
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免
除
特
約
が
あ
っ
て
も
合
理
的
な
限
界
が
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
に
対
し
て
、
金
融
実
務
の
専
門
家
は
反
発
し
、
金
融
実
務
関
係
 
 

の
雑
誌
論
文
を
通
じ
て
本
格
的
に
実
務
側
の
見
解
を
発
信
し
理
論
武
装
を
は
じ
め
る
。
実
務
家
の
中
で
も
石
井
氏
の
主
張
は
最
も
明
確
 
 

で
、
実
務
家
の
見
解
を
代
表
す
る
主
張
を
繰
り
返
し
力
説
す
る
。
石
井
氏
は
、
学
説
の
い
う
免
除
特
約
の
有
効
性
の
限
界
を
画
す
る
基
 
 

準
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ
り
、
銀
行
と
し
て
は
、
貸
付
先
な
ど
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
て
担
保
の
変
更
に
応
じ
て
も
問
題
が
な
い
の
か
ど
 
 

∵
2
 
 

う
か
判
断
に
迷
い
を
生
ず
る
と
反
論
す
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
は
基
準
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
反
発
す
る
し
し
か
し
、
担
保
保
存
義
 
 

一
二
七
 
 
 

別
違
反
や
権
利
濫
用
の
可
能
性
を
十
分
審
理
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
主
張
の
背
後
に
は
、
保
証
人
を
中
心
と
す
る
類
型
論
の
 
 

発
想
（
西
村
博
士
の
指
摘
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
保
証
人
に
対
す
る
法
的
保
護
と
債
権
者
に
対
す
る
法
的
保
護
と
を
比
較
衡
量
し
解
決
を
見
 
 

い
だ
そ
う
と
す
る
問
題
意
識
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
西
村
説
・
椿
説
の
根
底
に
あ
る
原
理
部
分
に
は
関
心
を
 
 

示
さ
な
い
。
鈴
木
（
禄
）
博
士
は
、
担
保
減
少
が
銀
行
の
保
証
人
を
害
す
る
意
図
で
の
場
合
ま
た
は
過
失
に
基
づ
く
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
 
 

債
権
回
収
と
い
う
見
地
か
ら
少
な
く
と
も
広
い
意
味
で
の
客
観
的
合
目
的
性
も
存
し
な
い
場
合
に
は
、
銀
行
の
担
保
（
保
証
を
含
む
）
の
 
 

滅
失
な
い
し
減
少
の
行
為
は
、
免
除
特
約
二
保
証
条
項
）
が
あ
っ
て
も
第
五
〇
四
条
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
石
田
 
 

（
喜
）
博
士
は
、
「
五
〇
四
条
の
任
意
法
規
性
」
－
＞
「
特
約
の
全
面
的
許
容
」
（
原
文
の
ま
ま
）
と
い
う
筋
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
理
論
と
し
 
 

て
は
、
一
般
条
項
と
い
う
ス
ペ
ー
ド
の
エ
ー
ス
を
使
用
す
る
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
と
さ
れ
る
。
石
田
博
士
の
主
張
に
も
保
証
人
を
中
 
 

心
と
す
る
類
型
論
の
発
想
が
あ
り
、
西
村
博
士
・
椿
博
士
の
主
張
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
後
、
金
融
実
務
の
専
門
家
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
学
説
の
主
張
が
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
、
免
除
特
約
に
は
不
安
定
要
因
が
あ
る
 
 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
学
説
の
引
用
に
お
い
て
気
掛
か
り
な
点
は
、
金
融
実
務
に
と
っ
て
不
利
な
部
分
は
引
用
さ
れ
ず
、
学
説
を
支
え
 
 

る
原
理
部
分
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
が
互
い
に
そ
の
主
張
を
引
用
し
あ
い
、
実
務
主
導
で
の
多
数
 
 

説
形
成
の
方
向
に
向
か
う
の
は
、
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
 
 

る
（
先
述
三
㈱
）
。
次
に
、
椿
博
士
は
、
担
保
保
存
義
務
を
免
除
す
る
特
約
に
基
、
づ
く
債
権
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
信
義
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制
度
論
は
免
除
特
約
論
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。
担
保
保
存
義
務
制
度
論
は
免
除
特
約
論
に
「
投
影
」
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
担
 
 

保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
論
と
い
う
小
窓
を
通
じ
て
、
担
保
保
存
義
務
制
度
本
体
の
様
相
二
矛
盾
を
議
論
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
 
 

は
免
除
特
約
が
蔓
延
す
る
わ
が
同
特
有
の
傾
向
で
あ
り
、
実
務
主
導
型
領
域
の
産
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

次
に
、
学
説
と
金
融
実
務
家
の
主
張
に
は
、
そ
の
推
論
の
起
点
に
お
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
学
説
の
推
論
の
起
点
に
は
保
証
人
 
 

保
護
の
思
想
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
融
実
務
家
は
債
権
回
収
の
最
優
先
の
法
的
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
推
論
の
根
底
に
両
 
 

者
の
価
値
判
断
の
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
が
法
的
推
論
・
法
的
構
成
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
っ
 
 
 

こ
の
視
点
か
ら
、
石
井
氏
の
主
張
を
辿
る
と
興
味
深
い
。
銀
行
か
ら
保
証
人
に
射
し
、
個
別
の
同
意
を
求
め
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
 
 

保
証
人
が
担
保
、
他
の
保
証
の
解
除
・
変
更
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
否
と
を
問
わ
ず
、
銀
行
が
担
保
、
他
の
保
証
を
解
除
・
変
更
 
 

す
る
に
つ
い
て
、
銀
行
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
適
当
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
限
り
、
特
約
の
効
力
は
認
め
ら
れ
る
べ
 
 

き
で
あ
る
と
す
る
。
担
保
、
佃
の
保
証
を
解
除
・
変
更
す
る
時
期
を
基
準
と
し
て
、
銀
行
が
そ
の
解
除
・
変
更
を
し
て
も
、
貸
付
債
権
 
 

の
保
全
上
格
別
支
障
が
な
く
、
保
証
人
が
そ
の
時
点
で
代
位
し
て
も
貸
付
先
に
対
す
る
求
償
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
い
う
実
質
を
、
 
 

銀
行
が
相
当
な
注
意
を
も
っ
て
判
断
し
て
処
置
す
る
以
ヒ
、
銀
行
は
、
取
引
の
継
続
中
、
そ
の
都
合
に
よ
っ
て
担
保
、
他
の
保
証
の
解
 
 

n
～
 
 

除
・
変
更
を
し
て
も
、
こ
の
特
約
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
主
張
の
要
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
第
一
に
、
銀
石
が
担
保
・
保
証
を
解
除
・
変
更
す
る
際
に
要
す
る
注
意
義
務
の
内
容
は
、
銀
行
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
 
 

求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
注
意
で
よ
い
と
す
る
。
問
題
は
、
銀
行
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
の
具
体
的
な
内
容
で
 
 
 

な
く
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
も
、
担
保
保
存
義
務
の
議
論
の
座
標
軸
は
免
除
特
約
論
に
移
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
担
保
保
存
義
務
 
 

り
規
範
的
評
価
を
含
む
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
こ
の
原
理
部
分
を
直
視
し
、
そ
こ
を
起
点
に
し
て
議
論
 
 

し
直
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
反
論
は
出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
当
時
す
で
に
、
融
資
の
現
場
だ
け
で
 
 

一
二
八
 
 
 

務
制
度
が
原
理
部
分
に
お
い
て
信
義
則
と
密
接
に
関
係
す
る
制
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
学
説
が
免
除
特
約
の
効
力
が
不
確
定
要
素
か
ら
な
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求
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
担
保
の
解
除
・
変
更
と
保
証
人
の
免
責
と
が
結
び
つ
く
こ
と
は
そ
の
障
害
と
な
る
と
す
る
。
石
 
 

井
氏
は
、
銀
行
取
引
に
お
け
る
保
証
の
 
「
担
保
的
価
値
」
を
極
限
ま
で
高
く
位
置
づ
け
て
い
る
。
保
証
を
最
後
の
砦
と
位
置
付
け
、
債
 
 

権
回
収
の
不
手
際
を
保
証
人
に
押
し
っ
け
る
構
図
で
あ
る
。
民
法
の
起
草
者
も
そ
の
後
の
判
例
・
学
説
も
、
だ
れ
も
こ
一
り
っ
て
い
な
い
こ
 
 

・
1
〉
 
 

と
を
当
伏
川
の
前
提
と
し
て
い
る
。
石
井
氏
は
、
個
人
会
社
へ
の
融
資
に
際
し
て
と
ら
れ
る
社
長
の
個
人
保
証
を
例
に
挙
げ
、
保
証
に
よ
 
 

る
債
権
回
収
の
一
般
的
な
必
要
性
を
力
説
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
論
理
の
す
り
替
え
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
個
人
会
社
に
お
 
 

い
て
は
、
会
社
（
主
債
務
者
）
 
の
財
産
と
社
長
（
保
証
人
）
 
の
財
産
と
の
区
別
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
会
社
と
社
長
と
が
経
済
 
 

的
に
実
質
上
一
体
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
っ
そ
こ
で
、
会
社
財
産
か
ら
回
収
で
き
な
い
債
権
は
、
保
証
に
よ
っ
て
債
権
回
収
さ
れ
 
 

る
。
い
わ
ば
、
投
網
を
打
つ
よ
う
に
し
て
関
係
者
の
全
財
産
か
ら
回
収
す
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
荒
っ
ぼ
い
や
り
方
で
あ
 
 

る
が
、
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
会
社
資
産
の
正
確
な
評
価
を
し
な
く
て
も
事
足
り
る
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
保
証
は
命
綱
な
の
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
個
人
企
業
の
場
合
に
は
会
社
と
社
長
と
が
経
済
的
に
実
質
上
一
体
で
あ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
 
 

事
例
か
ら
保
証
の
必
要
性
を
「
一
役
的
に
」
正
当
化
す
る
こ
と
は
論
理
の
す
り
替
え
で
あ
る
∩
 
そ
も
そ
も
問
題
の
多
い
個
人
会
社
の
場
 
 

】
二
九
 
 
 

貸
付
債
権
の
回
収
確
保
の
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
銀
行
は
保
証
人
に
対
し
て
貸
付
先
の
最
終
残
存
債
務
額
の
出
硝
を
講
 
 

あ
る
。
注
意
義
務
違
反
か
否
か
の
判
定
に
際
し
て
優
先
さ
れ
る
要
素
は
何
か
が
重
要
で
あ
る
し
債
権
回
収
に
関
す
る
要
素
を
撮
優
先
と
 
 

す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
銀
行
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
注
意
の
内
容
は
、
債
権
者
側
に
有
利
な
要
素
で
構
 
 

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
 
「
債
権
者
側
」
か
ら
見
た
合
理
性
で
あ
る
。
 
 
 

仙
 
第
二
に
、
そ
の
判
断
の
基
準
時
で
あ
る
が
、
担
保
・
保
証
の
 
「
解
除
・
変
更
時
点
」
と
し
て
い
る
っ
担
保
・
保
証
を
解
除
・
変
 
 

更
し
て
も
、
解
除
・
変
更
の
時
点
で
銀
行
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
を
払
っ
て
お
け
ば
、
結
果
的
に
保
証
人
な
ど
 
 

に
損
害
を
与
え
て
も
責
任
を
負
わ
な
い
で
よ
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

石
井
氏
の
主
張
の
支
柱
は
、
保
証
の
位
置
付
け
に
あ
る
。
銀
行
与
信
取
引
に
お
け
る
保
証
は
、
本
来
、
取
引
の
最
終
段
階
に
お
い
て
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の
最
終
段
階
に
お
い
て
貸
付
債
権
の
回
収
確
保
の
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
」
）
。
石
井
氏
の
発
言
は
、
債
権
者
（
金
融
機
関
側
）
 
の
ム
イ
場
を
極
限
 
 

ま
で
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
証
人
へ
の
過
剰
な
責
任
押
付
論
は
、
保
証
へ
の
度
を
超
」
た
「
高
い
担
保
的
価
値
」
の
期
待
に
あ
る
。
 
 

保
証
の
担
保
的
価
値
に
大
い
な
る
期
待
を
も
つ
こ
と
が
そ
も
そ
も
矛
盾
な
の
で
あ
る
。
西
村
説
以
来
の
学
説
の
推
論
の
起
点
は
そ
こ
に
 
 

あ
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
の
視
点
と
は
、
そ
も
そ
も
推
論
の
起
点
が
異
な
る
。
 
 
 

金
融
実
務
の
専
門
家
の
間
で
免
除
特
約
に
対
す
る
危
倶
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
［
7
2
］
最
判
昭
四
八
二
l
∵
一
会
 
 

法
」
ハ
七
九
・
三
四
が
登
場
す
る
。
［
7
2
］
判
決
の
事
案
は
、
Ⅹ
信
用
金
庫
が
会
社
に
建
設
機
械
な
ど
の
動
産
を
担
保
と
し
て
融
資
を
L
、
 
 

そ
の
残
金
の
支
払
い
を
連
帯
保
証
人
Ⅵ
、
Ⅵ
に
対
L
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
Ⅵ
、
Ⅵ
は
、
Ⅹ
が
担
保
を
喪
失
L
た
こ
と
に
よ
り
第
五
〇
四
 
 

条
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ⅹ
は
、
担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
が
あ
っ
た
と
反
論
し
た
事
案
で
あ
る
。
 
 

［
7
2
］
 
判
決
は
、
「
右
契
約
に
お
い
て
、
保
証
人
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
を
免
除
し
、
保
証
人
が
民
法
五
〇
 
 
 

あ
る
。
石
井
氏
は
、
そ
の
た
め
に
保
証
人
は
あ
る
と
断
言
す
る
 
（
先
述
・
石
井
見
解
‥
「
銀
行
与
信
取
引
に
お
け
る
保
証
は
、
本
来
、
取
引
 
 

二
一
▲
○
 
 
 

合
で
す
ら
、
そ
の
収
益
力
・
返
済
能
力
を
正
確
に
評
価
で
き
る
な
ら
ば
、
保
証
に
過
剰
に
頼
る
必
要
性
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

わ
が
国
の
零
細
企
業
や
個
人
会
社
に
お
け
る
資
産
管
理
の
ず
さ
ん
さ
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
 
（
こ
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
よ
く
知
る
の
は
 
 

零
細
企
業
か
ら
の
少
額
の
顧
問
料
を
主
な
収
入
源
と
す
る
税
理
士
で
あ
る
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
、
特
に
邦
銀
は
、
融
資
先
 
 

の
資
産
状
態
お
よ
び
将
来
の
返
済
能
力
を
適
正
に
評
価
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
し
て
こ
な
か
っ
た
 
（
評
価
の
精
度
が
あ
る
水
準
ま
で
⊥
 
 

が
れ
ば
保
証
に
頼
る
必
要
は
な
い
）
。
巨
大
企
業
へ
の
融
資
に
保
証
を
求
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
中
小
零
細
企
業
の
信
用
力
の
な
さ
 
 

を
保
証
で
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
融
資
の
実
体
は
過
剰
融
資
で
あ
る
い
返
済
期
阻
ま
で
に
ト
ラ
ブ
ル
が
な
け
 
 

れ
ば
更
新
が
繰
り
返
さ
れ
、
融
資
は
根
雪
状
態
に
な
る
り
過
剰
融
資
が
表
面
化
L
な
い
の
は
運
が
よ
い
だ
け
で
、
も
と
も
と
実
体
の
伴
 
 

わ
な
い
信
用
供
与
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
で
置
き
が
あ
っ
て
融
資
が
打
ち
切
ら
れ
る
と
、
直
ち
に
返
済
不
能
と
な
り
過
剰
融
資
で
あ
る
 
 

こ
と
が
露
見
す
る
。
問
題
は
、
過
剰
融
資
の
リ
ス
ク
を
誰
が
負
担
さ
せ
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
最
終
的
に
「
パ
パ
」
を
引
く
の
は
誰
か
で
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こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
［
7
2
］
判
決
の
後
、
免
除
特
約
の
効
力
を
制
限
す
る
下
級
審
判
決
が
続
く
こ
と
に
な
る
（
［
8
0
］
東
 
 

京
高
判
昭
皐
四
∴
二
・
二
」
ハ
、
［
8
6
］
福
岡
高
判
昭
五
九
・
四
∴
一
六
）
 
（
後
述
五
）
。
金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
、
担
保
 
 

一
三
山
 
 
 

四
条
に
よ
り
享
受
す
べ
き
利
益
を
あ
ら
か
じ
め
放
棄
す
る
旨
を
定
め
た
特
約
は
有
効
で
あ
り
、
本
件
の
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
、
 
 

Ⅹ
借
用
金
庫
が
右
特
約
を
援
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
し
、
右
一
六
〇
万
円
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
し
た
 
 

原
審
の
認
定
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
認
定
判
断
に
所
論
の
違
法
は
な
い
」
と
し
た
。
 
 
 

［
7
2
］
判
決
は
、
免
除
特
約
の
有
効
性
を
認
め
た
が
、
「
本
件
の
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
」
と
し
て
い
る
。
［
7
2
］
判
決
は
事
例
 
 

判
決
で
あ
り
、
免
除
特
約
の
有
効
性
は
そ
の
事
案
で
は
認
容
さ
れ
た
が
、
事
実
関
係
が
異
な
れ
ば
免
除
特
約
の
援
用
が
認
め
ら
れ
な
い
 
 

可
能
性
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
現
に
こ
の
後
、
金
融
実
務
の
専
門
家
か
ら
は
、
こ
の
点
へ
の
危
惧
が
一
層
強
く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
［
7
2
］
判
決
は
、
特
約
の
有
効
性
を
再
確
認
し
つ
つ
も
、
本
件
事
実
関
係
の
も
と
で
特
約
の
援
用
を
妨
げ
な
い
と
い
う
 
 

い
い
方
を
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
ほ
学
説
へ
の
傾
斜
を
示
す
前
兆
か
も
知
れ
な
い
と
か
、
他
の
事
実
関
係
の
も
と
で
は
特
約
の
援
用
 
 

て
X
〓
 
 

が
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
た
前
提
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
［
7
2
］
判
 
 

決
の
事
実
関
係
を
左
右
す
る
要
素
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
担
保
変
更
の
際
の
主
た
る
債
務
者
の
資
力
・
経
営
状
態
、
債
権
者
の
そ
の
事
 
 

実
の
知
・
不
知
丁
調
査
を
尽
く
し
た
か
）
、
保
証
人
へ
の
説
明
と
同
意
、
そ
れ
ま
で
の
融
資
の
程
緯
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
の
 
 

濃
淡
・
組
合
せ
の
違
い
に
よ
っ
て
は
、
免
除
特
約
の
援
用
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。
石
井
氏
は
硯
場
知
識
を
使
っ
て
シ
ュ
 
 

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
は
じ
め
る
。
銀
行
が
そ
の
取
引
上
債
権
者
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
適
当
な
注
意
を
払
っ
た
か
ど
う
か
を
基
準
と
 
 

す
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
「
評
価
要
素
」
と
し
て
、
貸
付
残
高
、
そ
の
増
減
見
込
、
そ
の
他
の
担
保
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
貸
付
先
の
既
往
 
 

仕
振
り
、
信
用
状
況
、
杓
保
の
変
更
・
解
除
の
内
容
、
そ
の
必
要
理
由
な
ど
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
判
断
の
必
要
性
を
主
張
し
て
 
 

へ
9
ゝ
 
 

い
る
。
総
合
判
断
へ
の
言
及
は
、
そ
れ
ま
で
の
金
融
実
務
家
の
議
論
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
［
7
2
］
判
決
を
契
機
に
、
石
 
 

井
氏
は
免
除
特
約
の
有
効
性
の
判
定
要
素
を
具
体
的
に
摘
出
し
、
不
確
定
要
素
を
列
挙
し
て
い
る
。
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も
に
、
免
除
特
約
の
有
効
性
を
確
立
す
る
最
高
裁
判
例
の
待
望
論
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
登
場
す
る
の
が
、
右
 
 

［
鋸
］
高
裁
判
決
の
上
告
審
判
決
で
あ
る
 
［
9
7
］
 
最
判
平
二
・
四
・
ニ
ー
で
あ
る
 
（
後
述
車
｝
つ
 
 

（
1
）
‥
楷
春
夫
「
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
‘
（
保
証
人
を
中
心
と
L
て
 
ー
 
」
金
法
五
】
‥
二
ヰ
一
八
百
〓
昭
叩
二
二
、
鈴
木
禄
弥
∴
仕
釈
民
法
第
T
L
 
 

巻
〓
三
一
貫
（
加
藤
一
郎
∴
柿
木
禄
弥
編
）
 
（
昭
川
西
∴
∴
右
目
喜
久
夫
∴
托
釈
民
法
第
一
ニ
巻
一
三
八
八
貫
（
磯
村
哲
漏
〕
 
（
昭
四
五
）
、
な
お
、
こ
れ
 
 

ら
の
説
に
続
い
て
そ
の
後
、
仲
井
教
授
の
主
張
が
あ
る
 
（
中
井
英
雄
「
担
保
保
存
義
務
と
銀
行
取
引
」
四
L
四
頁
 
‥
銀
行
取
引
法
講
座
∴
l
 
（
昭
 
 

五
小
〓
〔
 
 

う
一
）
 
石
井
簿
司
「
銀
行
の
損
保
保
存
義
務
免
除
の
特
約
」
ジ
ュ
リ
川
L
二
イ
二
川
真
へ
昭
川
六
）
。
 
 

（
3
）
一
石
井
・
同
有
∵
一
五
吾
∵
 
 

（
4
）
 
石
非
「
銀
行
保
証
的
款
に
お
け
る
担
保
保
存
義
務
免
除
の
特
約
－
（
そ
の
通
説
的
理
研
へ
の
疑
問
．
手
研
一
九
」
ハ
号
三
一
言
＝
二
肌
用
八
し
、
同
・
 
 

前
掲
論
文
注
 
（
2
）
 
り
 
山
四
百
ハ
。
 
 

（
5
）
 
拙
稿
「
新
し
い
保
証
法
の
位
置
付
け
と
牒
牌
∵
－
金
融
機
関
の
注
意
義
務
と
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
中
心
に
1
1
」
も
城
五
五
巻
二
＝
ケ
九
七
、
‥
 
 

∴
貿
 
（
平
㌻
L
て
 
 

い
わ
ゆ
る
 
「
黛
L
剥
が
し
」
問
題
を
中
心
に
、
－
J
」
名
城
正
一
一
巻
四
＝
ケ
 
 

（
6
）
 
拙
稿
「
横
棒
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
に
関
す
る
一
考
察
ヒ
 
 

二
王
、
川
四
日
山
下
 
（
平
一
¶
「
 
 

（
7
）
 
西
片
伝
雄
・
継
続
的
保
証
の
研
究
 
（
昭
二
七
〕
 
二
二
六
頁
。
 
 

へ
8
）
 
石
井
貴
司
「
担
保
保
存
義
務
免
除
の
特
約
」
金
法
六
八
九
号
一
六
L
百
二
昭
同
人
∴
 
同
「
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
免
除
特
約
と
そ
の
空
洞
化
 
 

現
象
」
判
夕
六
一
〇
号
二
二
項
 
（
昭
六
∵
。
 
 

（
9
）
 
石
井
∴
別
掲
金
法
論
文
注
㈲
一
六
t
頁
、
堀
内
L
「
代
位
削
限
条
項
と
債
権
者
の
担
保
保
存
兼
務
」
手
研
三
C
七
号
七
人
貿
（
昭
五
六
）
。
こ
れ
 
 

ら
の
考
察
で
は
、
判
例
か
ら
評
価
要
素
を
細
か
く
拾
い
上
げ
る
努
力
が
あ
る
っ
 
 

（
1
0
）
 
石
井
・
前
掲
判
夕
論
文
注
㈲
二
三
貫
、
同
「
担
保
の
変
更
∴
邪
険
を
す
る
際
の
留
意
点
J
 
損
保
保
存
義
務
免
除
特
約
の
効
力
と
そ
の
限
押
 
 

～
」
金
津
二
一
三
国
号
二
二
百
へ
 
へ
昭
」
二
）
。
 
 
 

二
二
三
 
 
 

保
存
義
務
免
除
特
約
の
 
「
空
洞
化
現
象
」
と
か
「
迷
走
す
る
」
裁
判
例
と
称
し
て
、
硯
場
で
の
慎
重
な
取
り
扱
い
を
呼
び
掛
け
る
と
と
 
 



467 担保保存義務に関する一考察  

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
裁
判
上
一
応
の
決
着
が
付
け
ら
れ
る
 
（
′
た
だ
し
根
抵
当
権
の
事
案
）
 
（
［
訂
」
最
判
昭
五
九
・
五
二
丁
九
民
 
 

集
三
八
・
七
・
八
八
五
）
 
（
－
∨
事
案
S
内
容
は
注
（
3
）
参
照
）
。
 
 

一
二
三
 
 
 

は
、
特
約
の
第
三
者
効
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
根
抵
当
権
は
そ
の
極
度
緒
の
範
囲
内
で
原
債
権
を
担
保
す
る
こ
と
 
 

に
変
わ
り
は
な
く
、
代
位
弁
済
者
の
求
償
権
の
範
囲
が
特
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
特
約
は
、
担
保
不
動
産
の
 
 

物
的
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
代
位
弁
済
者
は
後
順
位
抵
当
権
者
等
の
利
害
関
係
人
に
対
し
右
特
約
の
効
力
を
 
 

協
会
が
代
位
弁
済
す
る
場
合
、
求
償
債
権
の
回
収
確
保
が
不
可
欠
と
な
る
。
し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
は
、
銀
行
の
場
合
（
先
述
山
①
）
 
 

り
ん
 

れ
ば
全
額
を
保
証
人
に
求
償
で
き
る
旨
の
 
「
負
担
割
合
」
 
の
特
約
を
設
定
し
、
求
償
債
権
の
確
保
を
回
っ
て
い
る
し
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
 
 

と
は
異
な
り
、
求
償
債
務
者
と
の
間
に
預
金
取
引
が
な
く
、
預
金
債
権
と
の
相
殺
に
よ
っ
て
債
権
回
収
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 

そ
こ
で
、
民
法
第
五
〇
‥
条
（
拙
保
負
担
者
間
の
負
担
割
ム
‖
）
 
の
定
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
用
保
証
協
会
は
、
求
償
債
権
の
確
保
の
た
 
 

め
に
、
負
担
割
合
を
変
更
す
る
特
約
を
設
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
信
用
保
証
協
会
は
、
主
た
る
債
務
者
の
銀
行
に
対
す
る
債
務
 
 

㈲
 
負
担
割
合
の
特
約
－
－
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
求
償
権
の
確
保
、
民
法
第
五
〇
四
条
の
免
費
範
囲
へ
の
波
及
 
 
 

巾
小
企
業
は
、
物
的
担
保
力
に
乏
し
く
、
経
営
者
の
人
的
信
用
力
に
栢
る
こ
と
が
多
く
、
信
桶
力
が
十
分
で
な
い
∩
も
し
中
小
企
業
 
 

が
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
信
用
力
を
補
う
必
要
が
あ
る
。
信
用
力
の
補
完
が
で
き
 
 

れ
ば
、
融
資
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
り
 
中
小
企
業
者
等
が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
に
つ
い
て
、
そ
の
貸
付
金
等
の
債
 
 

務
を
保
証
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
す
る
の
が
、
信
周
保
証
協
会
で
あ
る
 
（
信
保
第
一
条
）
。
 
 
 

信
田
保
証
協
会
の
歴
史
は
古
く
す
で
に
昭
利
一
二
年
に
東
京
で
設
」
≠
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
全
国
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ば
中
 
 

小
企
業
の
信
用
力
の
直
接
的
な
補
完
を
狙
っ
た
制
度
で
あ
る
。
戦
後
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
保
証
は
、
中
小
企
業
へ
の
融
督
に
お
い
 
 

て
盛
ん
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
無
償
・
情
誼
的
な
保
証
で
は
な
く
、
経
営
上
抹
算
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
 
 

の
保
証
人
を
、
協
会
と
債
務
者
の
保
証
委
託
契
約
に
参
加
さ
せ
、
弁
済
額
に
高
い
遅
延
損
害
の
約
定
を
設
け
、
さ
ら
に
協
会
が
弁
済
す
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含
も
、
法
お
代
位
権
者
は
、
債
権
者
の
認
識
ま
た
は
承
諾
の
有
無
を
問
わ
ず
、
特
約
に
よ
る
求
償
権
の
範
囲
を
債
権
者
に
主
張
で
き
る
 
 

と
し
た
。
 
 
 

上
ま
ま
あ
る
と
し
、
債
権
者
は
、
担
保
保
存
に
当
た
り
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
法
定
代
位
権
者
に
照
会
 
 

す
る
な
ど
し
て
、
特
約
の
存
否
∵
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
に
閲
し
第
五
〇
四
条
を
適
用
す
る
場
 
 

行
為
に
よ
っ
て
喪
失
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
坤
法
定
代
位
権
者
の
求
償
権
の
範
囲
に
つ
い
て
特
約
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
世
 
 

〓
二
四
 
 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
権
者
の
担
保
保
存
主
務
に
閲
し
民
法
第
五
〇
四
条
を
適
用
す
る
場
合
も
、
法
定
代
位
権
者
は
、
特
約
に
よ
 
 

る
求
償
権
の
範
囲
を
債
権
者
等
の
利
害
関
係
人
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
が
立
つ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
下
 
 

級
審
判
決
で
あ
る
が
、
右
の
［
8
7
］
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
な
推
論
を
展
開
す
る
も
の
が
あ
る
（
［
9
2
］
東
京
高
判
昭
」
ハ
C
・
 
 

1
）
 
 

七
・
一
七
判
時
一
一
七
〇
・
八
六
、
［
離
」
 
東
京
地
判
昭
五
九
・
九
・
二
五
金
商
七
二
七
・
l
 
O
 
（
［
9
2
］
 
判
決
の
原
審
）
て
 
 
 

事
案
は
、
Ⅹ
は
A
の
Y
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
、
B
ら
と
と
も
に
連
帯
保
証
人
兼
物
上
保
証
人
と
な
り
、
そ
の
際
Ⅹ
と
B
ら
と
の
 
 

間
で
Ⅹ
の
負
担
部
分
を
零
と
す
る
特
約
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
Y
は
B
ら
の
要
請
に
よ
り
B
ら
所
有
不
動
産
の
抵
当
権
を
放
棄
し
た
。
 
 

と
こ
ろ
が
、
A
が
倒
産
し
未
払
い
の
債
務
が
残
っ
た
。
Ⅹ
は
Y
の
抵
当
権
放
棄
の
た
め
、
B
ら
に
対
す
る
抵
当
権
を
法
定
代
位
に
よ
り
 
 

行
使
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
第
五
〇
四
条
に
よ
る
免
責
を
求
め
た
。
［
犯
］
判
決
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
免
責
範
囲
は
、
民
 
 

法
が
規
定
す
る
範
囲
（
第
四
六
五
条
一
項
へ
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
）
 
が
準
用
す
る
第
四
囲
二
条
∵
項
（
連
帯
保
証
人
間
の
求
償
権
）
、
第
五
 
 

〇
一
条
四
［
ケ
、
五
号
 
（
物
⊥
保
証
人
間
、
保
証
人
と
物
上
保
証
人
闘
の
代
位
割
合
ご
 
に
よ
る
か
、
そ
れ
と
も
Ⅹ
の
負
拍
部
分
を
零
と
す
る
先
 
 

の
特
約
の
範
囲
に
よ
る
か
で
あ
る
。
 
 
 

［
9
2
］
判
決
は
、
州
債
権
者
の
有
す
る
担
保
は
究
極
的
に
は
法
定
代
位
権
者
の
取
得
す
る
求
償
権
の
た
め
の
担
保
と
し
て
機
能
す
る
 
 

こ
と
が
予
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
よ
う
に
法
定
代
位
権
者
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
が
法
定
代
位
権
者
の
 
 

求
償
権
の
範
囲
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
法
定
代
位
権
者
の
右
期
待
を
債
権
者
の
抵
当
権
の
放
棄
と
い
う
一
方
的
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問
題
は
、
ま
ず
、
l
i
）
法
定
代
位
権
者
は
債
権
者
の
認
識
ま
た
は
承
諾
の
有
無
を
問
わ
ず
特
約
に
よ
る
求
償
権
の
範
囲
を
債
権
者
に
主
 
 

張
で
き
る
と
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
求
償
権
の
範
囲
に
つ
い
て
特
約
は
債
権
者
が
調
査
す
れ
ば
そ
の
存
否
・
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
 
 

き
た
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
▼
 
こ
れ
は
、
結
果
的
に
、
債
権
者
に
「
間
合
義
務
」
を
諜
L
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
 
 

る
な
ら
ば
、
㈲
特
約
で
求
償
権
の
範
囲
を
変
更
し
た
当
事
者
は
、
そ
の
変
更
内
容
を
債
権
者
に
通
知
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

［
9
2
］
判
決
ほ
こ
の
点
に
は
言
及
し
て
な
い
が
、
債
権
者
が
法
定
の
求
償
範
囲
の
変
更
を
知
り
得
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
 
 

特
約
を
し
た
当
事
者
か
ら
債
権
者
へ
の
通
知
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 
 

（
1
）
 
全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
編
・
信
用
保
証
 
（
第
二
版
・
f
八
）
一
八
白
ハ
以
下
。
 
 

（
2
）
 
林
良
平
「
弁
済
に
よ
る
代
位
に
お
け
る
求
償
権
と
原
債
権
1
－
信
用
保
証
委
託
契
約
を
中
心
と
L
て
」
金
法
～
 
】
O
C
口
与
五
二
項
（
昭
六
〇
）
、
 
 

塚
原
朋
】
 
∴
甲
高
裁
判
例
解
説
・
民
事
篇
 
〔
昭
和
五
九
年
度
）
 
∴
八
〇
貞
（
平
〓
。
 
 

（
3
）
 
特
約
論
が
過
熱
化
す
る
過
程
に
は
、
い
く
つ
か
の
攻
防
が
あ
っ
た
1
最
初
の
う
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
特
約
を
L
な
く
て
も
、
信
再
保
証
協
会
の
保
 
 

証
は
、
実
質
は
一
種
の
損
害
担
保
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
、
†
張
L
て
、
協
会
の
意
図
し
た
目
的
が
達
成
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
、
信
用
保
証
協
会
保
証
は
民
法
t
の
保
証
の
親
完
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
と
な
る
に
つ
れ
て
、
協
会
だ
け
が
使
先
的
に
求
償
で
 
 

保
物
の
第
二
一
取
得
者
や
差
押
債
権
者
な
ど
の
利
害
関
係
を
有
↓
る
第
三
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
「
本
件
信
用
 
 

保
証
委
託
約
定
書
六
条
山
、
二
項
の
約
定
が
、
上
生
．
1
人
が
債
務
を
弁
済
し
た
場
〈
］
に
お
い
て
、
そ
の
求
償
権
及
び
代
位
の
範
囲
を
第
二
‥
音
と
の
関
係
 
 

に
つ
い
て
も
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
保
証
人
と
の
間
に
お
い
て
⊥
告
人
に
負
担
部
分
が
な
い
旨
を
定
め
た
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い
」
と
さ
 
 

れ
、
「
債
務
者
及
び
保
証
人
と
L
苦
人
と
の
間
で
⊥
告
人
の
代
位
弁
済
に
よ
る
求
償
債
権
の
損
害
金
に
つ
い
て
法
定
利
息
と
異
な
る
約
定
を
し
て
も
、
 
 

上
告
人
は
右
約
諾
を
も
っ
て
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
、
協
会
の
主
張
が
否
定
さ
れ
た
（
最
判
昭
閤
九
二
一
・
五
金
商
四
 
 

四
√
∵
七
）
。
こ
れ
を
受
け
て
、
協
会
は
、
直
ち
に
特
約
の
不
備
を
改
め
、
求
償
権
の
範
閃
お
よ
び
代
位
割
合
を
明
確
に
規
定
し
た
新
条
項
を
設
け
 
 

る
に
至
る
（
汀
〓
浩
二
即
「
保
証
委
託
契
約
の
対
策
二
一
昔
効
を
め
ぐ
る
判
例
り
変
遷
」
手
研
三
五
 
七
号
二
九
頁
（
昭
五
九
）
、
石
井
眞
司
ほ
か
（
座
 
 

談
会
）
 
「
昭
和
五
九
年
度
重
安
判
決
の
実
務
に
及
ぼ
す
影
響
」
手
研
三
」
ハ
二
号
閏
七
頁
 
（
堀
内
仁
氏
藤
言
）
 
蔽
束
九
）
）
、
〕
 
 

き
る
と
い
え
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
保
証
委
託
契
約
に
先
の
よ
う
な
特
約
を
設
け
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
特
約
の
効
力
が
担
 
 

そ
の
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
裁
判
上
一
応
の
決
着
が
付
け
ら
れ
る
の
が
、
［
紆
］
 
最
判
昭
五
九
・
五
∴
一
九
民
集
三
人
▲
七
・
八
 
 

一
三
市
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⑨
一
部
有
力
説
の
主
張
 
－
 
新
た
な
視
点
の
劣
勢
 
 
 

以
下
で
は
、
金
融
実
務
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
光
を
当
て
た
有
力
説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
あ
え
て
こ
こ
で
整
理
す
る
の
は
、
 
 

こ
れ
ら
の
主
張
が
実
務
側
の
大
波
の
勢
い
に
か
き
消
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

吊
 
担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
の
解
釈
 
－
 
鈴
木
（
禄
）
説
 
 
 

鈴
木
（
禄
）
博
士
は
、
担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
提
言
さ
れ
て
い
る
 
ハ
先
述
②
吊
）
。
担
保
減
少
 
 

が
銀
行
の
保
証
人
を
害
す
る
意
図
で
の
場
合
ま
た
は
過
失
に
基
づ
く
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
債
権
回
収
と
い
う
見
地
か
ら
少
な
く
と
も
広
 
 
 

位
抵
当
権
者
等
の
利
害
関
係
人
に
対
し
て
も
、
ポ
特
約
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
求
償
権
の
範
囲
内
で
右
特
約
の
割
合
に
応
じ
抵
当
 
 
 

権
等
の
担
保
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
∪
 
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
務
は
、
負
担
割
合
の
特
約
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
効
力
の
支
え
を
判
例
法
十
二
∴
応
は
得
る
こ
と
に
な
る
り
た
だ
」
、
後
順
 
 

位
抵
当
権
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
て
そ
う
い
え
る
か
は
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
4
一
岸
上
哨
志
∴
法
時
五
八
巻
八
＝
了
山
∴
六
貫
 
（
昭
六
〓
、
近
江
幸
治
・
評
論
二
J
二
八
号
四
六
頁
 
〔
帽
六
一
∵
 
片
岡
宏
い
郎
・
稽
寿
夫
・
手
形
三
八
 
 

女
号
二
一
員
 
（
昭
六
〓
 
（
以
上
・
判
研
）
〕
 
 

合
に
つ
い
て
定
め
る
民
法
第
五
〇
．
条
但
音
五
‖
ケ
は
補
充
規
定
て
あ
っ
て
、
物
上
保
証
人
と
の
間
で
こ
れ
と
異
な
る
特
約
を
し
た
保
証
人
は
、
後
順
 
 

】
三
六
 
 

八
五
で
あ
る
い
 
事
案
の
概
要
は
、
詐
外
B
会
社
が
訴
外
信
用
金
座
A
か
ら
融
資
を
受
け
る
に
際
し
、
出
会
祉
の
代
表
者
C
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
と
 
 

と
も
に
物
⊥
保
証
人
と
な
り
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
そ
れ
で
も
担
保
不
卜
分
と
し
て
、
信
用
保
証
協
会
Ⅹ
が
保
証
し
た
。
Ⅹ
は
、
債
務
者
で
あ
る
 
 

B
会
社
と
の
間
で
求
偶
権
に
つ
き
約
定
利
率
に
よ
る
遅
延
損
藷
金
を
支
払
う
旨
の
特
約
を
L
、
物
⊥
保
証
人
C
と
の
閃
で
第
五
〇
一
条
但
書
五
号
所
 
 

定
の
代
位
割
人
［
1
と
異
な
る
特
約
を
し
て
い
た
り
そ
の
枚
、
B
会
社
が
支
払
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
Ⅹ
が
代
位
弁
済
し
た
。
そ
こ
で
、
担
保
不
動
産
の
 
 

競
売
手
続
の
配
当
に
お
い
て
、
後
順
位
抵
当
権
者
Ⅵ
、
Ⅵ
と
の
問
で
Ⅹ
が
し
た
先
の
婚
約
の
効
力
が
開
通
と
な
っ
た
。
［
8
7
］
判
決
は
、
保
証
人
が
、
 
 

債
務
者
及
び
物
上
保
証
人
と
の
間
で
、
代
位
弁
済
の
場
合
の
求
償
権
の
利
率
及
び
代
位
の
割
合
に
関
す
る
特
約
を
し
た
場
合
、
吊
第
¶
に
、
民
法
第
 
 

四
五
九
条
二
項
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
民
法
第
山
内
二
条
二
項
は
、
任
意
規
売
で
あ
っ
て
、
債
務
者
と
の
問
で
法
定
利
息
に
代
え
て
約
定
利
息
に
よ
 
 

る
遅
延
撒
賓
金
を
支
払
う
旨
の
特
約
を
し
た
保
証
人
は
、
物
上
保
証
人
及
び
後
順
位
抵
当
権
者
等
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
、
約
定
 
 

利
率
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を
含
ん
だ
求
債
権
の
総
称
を
上
限
と
し
て
移
転
し
た
原
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
刷
第
一
一
に
、
代
忙
の
割
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金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
債
権
回
収
に
お
け
る
合
理
件
を
強
調
し
、
保
証
人
の
立
場
を
無
視
し
た
身
勝
手
と
も
思
え
る
金
融
株
関
側
 
 

の
主
張
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
鈴
木
博
士
の
複
数
の
提
言
・
発
言
を
引
刷
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
、
鈴
木
 
（
禄
）
 
説
は
 
 

債
権
回
収
か
ら
み
た
合
理
性
に
言
及
」
て
い
る
が
、
金
融
実
務
の
専
門
家
が
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
 
 

担
保
減
少
が
あ
っ
て
も
、
免
除
特
約
が
あ
り
、
か
つ
債
権
回
収
と
い
う
見
地
か
ら
客
観
的
人
口
目
的
性
が
あ
れ
ば
、
免
責
効
果
が
発
生
し
 
 

な
い
こ
と
を
根
拠
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
L
か
し
、
担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
 
 

そ
の
効
力
に
は
合
理
的
な
限
界
が
あ
る
と
す
る
の
が
有
力
学
説
の
主
張
で
あ
り
、
鈴
木
 
（
禄
）
 
説
も
保
証
条
項
が
銀
行
の
担
保
保
存
義
 
 

務
を
手
放
し
に
免
除
L
た
も
の
と
は
解
す
べ
き
で
な
い
と
し
 
（
俸
給
文
引
用
）
 
へ
先
述
②
〓
）
、
大
枠
に
お
い
て
は
他
の
学
説
と
同
一
線
⊥
 
 

一
二
七
 
 
 

い
意
味
で
の
「
客
観
的
合
目
的
性
」
も
存
し
な
い
場
合
に
は
、
銀
行
の
担
保
（
保
証
を
含
む
）
 
の
減
失
な
い
し
減
少
の
行
為
は
、
免
除
特
 
 

約
が
あ
っ
て
も
第
五
〇
四
条
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
さ
れ
る
。
金
融
実
務
の
専
門
家
は
、
こ
の
部
分
を
鈴
木
 
（
禄
）
 
説
と
し
て
引
 
 

用
す
る
こ
と
が
多
い
。
 
 
 

佃
カ
で
、
鈴
木
博
士
は
、
金
融
実
務
の
専
門
家
と
の
座
談
会
に
お
い
て
、
免
除
特
約
の
効
力
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
 
 

て
い
る
。
そ
れ
は
、
保
証
条
項
第
二
項
が
規
定
す
る
免
責
の
意
味
の
解
釈
で
あ
る
 
（
保
証
条
項
第
二
項
は
、
「
保
証
人
は
、
貴
行
が
都
合
に
 
 

ょ
っ
て
担
保
も
し
く
は
他
の
保
証
を
変
更
、
解
除
し
て
も
免
貢
を
主
張
し
ま
せ
ん
」
と
規
定
し
て
い
た
）
。
鈴
木
博
士
は
、
保
証
条
項
の
第
二
項
 
 

の
 
「
免
責
を
主
張
し
ま
せ
ん
」
 
の
免
責
と
い
う
意
味
の
解
釈
に
つ
い
て
、
「
あ
る
具
体
的
な
担
保
を
減
ら
し
た
か
ら
本
当
に
求
償
が
で
き
 
 

な
く
な
っ
た
分
だ
け
の
免
責
と
い
う
問
題
と
、
そ
の
部
分
が
減
っ
た
か
ら
減
っ
た
金
額
だ
け
自
動
的
に
免
責
さ
れ
る
と
い
う
二
通
り
が
 
 

可
能
で
す
」
と
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
「
担
保
が
減
っ
た
か
ら
そ
の
金
額
が
自
動
的
に
減
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
二
項
が
働
 
 

く
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
求
償
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
の
免
責
の
主
張
は
依
然
可
能
だ
、
と
い
う
解
釈
も
成
 
 

り
立
ち
ま
す
」
と
さ
れ
る
。
最
終
的
に
求
償
不
能
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
免
責
の
主
張
は
依
然
可
能
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
と
 
 

い
う
こ
と
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
免
除
特
約
 
（
保
証
条
項
第
二
項
）
 
は
働
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
、
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㈱
 
共
通
担
保
条
項
の
問
題
点
－
－
清
水
（
誠
）
説
 
 
 

銀
行
が
融
資
を
行
う
場
合
、
通
常
は
担
保
の
設
定
を
求
め
る
。
そ
の
際
、
銀
行
は
、
設
定
を
貴
け
た
担
保
は
そ
の
担
保
す
る
債
務
だ
 
 

け
で
は
な
く
、
現
在
お
よ
び
将
来
生
ず
る
一
切
の
債
務
を
共
通
に
担
保
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
銀
行
取
引
は
、
通
常
反
復
継
続
し
て
行
 
 

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
債
権
の
保
全
・
回
収
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
は
鈍
行
側
に
と
っ
て
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
 
 

だ
と
思
わ
れ
る
。
銀
行
取
引
約
定
書
ひ
な
型
第
内
条
二
項
に
は
、
二
頁
行
に
現
在
差
し
入
れ
て
い
る
担
保
お
よ
び
将
来
差
し
入
れ
る
担
保
 
 

は
、
す
べ
て
、
そ
の
担
保
す
る
債
務
の
ほ
か
、
現
在
お
よ
び
将
来
負
担
す
る
い
っ
さ
い
の
債
務
を
共
通
に
担
保
す
る
も
の
と
し
ま
す
」
 
 

と
の
規
定
 
（
い
わ
ゆ
る
「
共
通
担
保
条
項
」
）
 
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
証
条
項
一
項
に
は
、
「
保
証
人
は
、
本
人
が
第
一
条
に
規
定
す
る
 
 

取
引
に
よ
っ
て
貴
行
に
対
し
負
担
す
る
い
っ
さ
い
の
債
務
に
つ
い
て
、
本
人
と
連
帯
し
て
保
証
債
務
を
負
い
、
そ
の
指
行
に
つ
い
て
は
 
 

こ
の
約
定
に
従
い
ま
す
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
現
場
取
引
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
沿
っ
た
約
定
書
が
差
し
入
れ
ら
れ
て
い
た
し
、
現
 
 

在
も
同
様
の
約
定
が
当
事
者
間
で
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
共
通
担
保
条
項
に
潜
む
根
本
的
な
閉
篭
点
を
指
摘
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
 
（
清
水
（
誠
）
説
「
、
ノ
 
そ
こ
に
は
、
担
保
保
存
義
 
 

務
に
関
す
る
従
来
の
議
論
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
指
摘
が
含
ま
れ
て
お
り
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
共
通
担
保
条
項
さ
ら
に
保
証
条
項
第
一
項
が
ま
と
も
に
効
力
を
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
に
 
 

生
ず
る
す
べ
て
の
債
権
が
、
約
定
書
署
名
者
で
あ
る
債
務
者
・
保
証
人
の
差
し
入
れ
る
担
保
と
の
間
に
包
括
的
な
結
合
関
係
を
生
ず
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
物
上
保
証
人
と
の
間
に
も
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
生
ず
る
。
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
な
ん
ら
か
の
第
三
者
 
 
 

一
三
八
 
 
 

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
－
）
有
井
巌
司
ほ
か
 
（
座
談
会
・
鈴
木
博
上
発
言
）
 
「
約
定
書
の
主
な
問
題
点
と
改
正
の
方
向
」
合
法
∴
七
六
号
九
三
頁
（
昭
六
三
∵
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義
務
の
違
反
が
生
じ
や
す
い
情
況
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
皮
肉
な
こ
と
に
担
保
保
存
義
務
の
違
反
 
 

が
極
め
て
生
じ
や
す
い
条
件
設
定
を
気
付
か
ず
に
作
出
し
て
、
そ
の
よ
う
な
危
険
な
条
件
F
で
銀
行
は
担
保
の
放
棄
や
差
替
え
を
行
っ
 
 

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
担
保
保
存
義
務
違
反
の
問
題
に
常
に
引
っ
掛
か
る
状
況
に
自
ら
を
曝
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
担
保
 
 

〓
二
九
 
 
 

担
保
力
の
強
化
の
点
だ
け
か
ら
み
れ
ば
、
共
通
担
保
条
項
は
銀
行
に
と
っ
て
有
利
な
条
項
の
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
視
点
を
変
え
 
 

て
、
担
保
保
存
義
務
の
世
界
か
ら
眺
め
る
と
、
共
通
担
保
条
項
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
銀
行
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
に
働
く
の
で
あ
る
。
 
 

と
い
う
の
は
、
共
通
担
保
条
項
お
よ
び
保
証
条
項
第
山
項
の
よ
う
な
約
定
が
設
定
さ
れ
る
と
、
債
務
者
・
保
証
人
・
物
上
保
証
人
な
ど
 
 

の
担
保
と
の
問
に
包
括
的
な
結
合
関
係
が
任
じ
る
た
め
、
第
三
者
弁
済
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
常
に
代
位
の
問
題
が
生
じ
J
担
保
保
存
 
 

弁
済
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
常
に
代
位
の
問
題
が
生
じ
、
担
保
保
存
義
務
の
問
題
が
生
じ
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
「
幻
影
」
 
 

に
怯
え
て
作
ら
れ
た
の
が
、
保
証
条
項
第
二
項
と
第
三
項
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
（
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
保
証
条
項
の
内
容
は
、
「
保
証
人
 
 

は
、
畏
行
が
そ
の
都
合
に
よ
っ
て
担
保
も
し
く
は
他
の
保
証
を
変
更
、
解
除
し
て
も
免
責
を
士
族
し
ま
せ
ん
。
」
（
保
証
条
項
第
二
項
）
、
さ
ら
に
、
 
 

「
保
証
人
が
保
証
債
務
を
履
行
し
た
場
合
、
代
位
に
よ
っ
て
貴
行
か
ら
取
得
し
た
権
利
は
、
本
人
と
貴
行
と
の
取
引
継
続
中
は
、
貴
行
の
同
意
が
 
 

な
け
れ
ば
こ
れ
を
行
使
し
ま
せ
ん
打
も
し
貴
行
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
権
利
ま
た
は
順
位
を
貴
行
に
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
「
リ
」
 
（
保
証
条
項
第
三
 
 

項
）
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
）
。
そ
し
て
、
銀
行
側
が
自
ら
種
を
播
い
た
幻
影
へ
の
怯
え
を
、
次
の
よ
う
な
比
喩
的
な
表
現
で
指
摘
さ
れ
 
 

る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
包
括
的
共
通
担
保
条
項
と
い
う
大
網
を
か
ぶ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
網
の
大
き
さ
に
不
安
を
覚
え
て
、
さ
ら
に
も
 
 

う
一
枚
、
も
う
一
枚
と
、
大
綱
を
か
ぶ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
保
証
条
項
第
二
項
と
第
三
項
で
あ
る
。
そ
の
大
綱
が
ど
う
い
う
意
味
 
 

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
は
、
決
し
て
さ
だ
か
で
ほ
な
い
ま
ま
に
と
。
そ
の
上
で
、
清
水
博
士
は
、
個
別
的
担
保
関
係
と
い
う
基
本
へ
立
 
 

ち
返
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
右
の
指
摘
の
意
味
を
一
つ
ず
つ
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
銀
行
は
、
そ
の
約
定
書
に
お
い
て
、
自
己
に
有
利
に
作
用
す
 
 

る
と
思
わ
れ
る
要
素
を
す
べ
て
か
き
集
め
た
よ
う
な
条
項
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
。
共
通
担
保
条
項
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
確
か
に
、
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債
権
者
の
注
意
義
務
の
存
在
の
可
能
性
を
模
索
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
担
保
保
存
義
務
制
度
を
信
義
則
と
い
う
よ
り
大
き
な
枠
組
み
で
 
 

捉
え
る
視
点
が
あ
る
り
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
従
来
、
担
保
保
存
義
務
制
度
を
第
五
〇
四
条
の
条
文
の
位
置
か
ら
、
弁
済
に
よ
る
代
位
 
 
 

一
四
〇
 
 
 

保
存
義
務
違
反
に
よ
る
免
責
を
封
じ
ょ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
、
保
証
条
項
第
二
項
・
第
三
項
（
免
除
特
約
）
 
で
あ
る
。
 
 
 

第
五
〇
四
条
ほ
、
元
々
、
立
法
段
階
に
お
い
て
比
較
法
的
に
見
て
も
免
責
効
果
が
発
生
し
や
す
い
制
度
設
計
に
変
更
し
て
し
ま
っ
た
 
 

と
い
う
経
緯
が
あ
る
上
に
（
先
述
一
∴
そ
の
後
、
判
例
・
学
説
に
よ
る
制
度
本
体
の
解
釈
が
十
分
に
追
い
付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
 
 

て
、
右
の
よ
う
に
、
銀
行
は
、
共
通
担
保
条
項
を
設
定
し
て
担
保
力
の
強
化
に
猛
進
し
過
剰
担
保
の
抱
込
み
に
陥
っ
た
た
め
、
か
え
っ
 
 

て
担
保
保
存
義
務
の
幻
影
に
怯
え
苦
し
む
要
因
に
的
中
を
か
け
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
務
で
は
根
担
保
が
一
般
的
に
 
 

な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
現
在
の
担
保
・
保
証
の
取
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
共
通
担
保
条
項
は
削
除
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
1
）
 
清
水
誠
「
保
証
人
の
代
位
制
限
条
項
お
よ
び
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
免
除
条
項
の
効
力
」
手
研
三
心
一
一
四
号
一
〇
八
貫
（
金
融
取
引
と
保
証
・
所
 
 

収
、
昭
尤
七
二
 
 

㈲
 
債
権
者
の
注
意
義
務
と
信
義
則
の
視
点
 
－
 
星
野
説
 
 
 

星
野
博
士
は
、
担
保
保
存
義
務
制
度
に
関
し
て
、
制
度
の
性
質
論
・
義
務
論
に
及
ぶ
次
の
よ
う
な
分
析
を
提
示
し
、
そ
の
中
で
、
わ
 
 

が
国
の
民
法
の
解
釈
上
、
債
権
者
は
保
証
人
に
射
し
一
定
の
範
別
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
解
し
た
い
と
さ
れ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
外
国
の
立
江
∵
判
例
の
動
向
分
析
か
ら
、
債
権
者
の
 
「
二
股
的
注
意
義
務
」
が
認
め
ら
れ
る
方
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
も
し
 
 

こ
の
分
析
が
正
し
い
な
ら
ば
、
債
権
者
は
担
保
保
存
義
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
的
に
多
様
な
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

次
に
、
星
野
博
士
は
、
法
文
に
明
ら
か
で
な
い
義
務
の
存
在
を
「
信
義
則
」
に
基
づ
い
て
認
め
る
こ
と
の
可
否
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
 
 

で
信
義
則
に
基
づ
く
債
権
者
の
⊥
受
領
義
務
を
承
認
す
る
学
説
を
例
と
L
て
挙
げ
、
そ
こ
か
ら
、
信
義
則
に
基
づ
く
保
証
契
約
に
お
け
る
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さ
ら
に
、
保
証
契
約
は
保
証
人
の
み
が
債
務
を
負
い
、
債
権
者
は
債
務
を
負
わ
な
い
と
い
う
の
が
従
来
の
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
（
保
 
 

証
契
約
の
汁
務
契
約
性
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
星
野
博
士
は
、
保
証
契
約
が
厳
格
な
「
片
務
契
約
」
 
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
保
証
人
に
 
 

対
す
る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
承
認
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
形
式
的
で
あ
る
と
し
、
今
月
に
お
い
て
は
、
こ
の
意
 
 

味
で
保
証
を
片
務
契
約
と
節
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
星
野
博
士
に
よ
る
比
較
法
的
考
察
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
債
権
者
の
山
根
的
注
意
義
務
を
認
め
る
方
向
性
で
あ
る
。
 
 

つ
ま
り
、
債
権
者
の
注
意
義
務
の
 
「
拡
張
傾
向
」
 
で
あ
る
。
保
一
計
お
よ
び
担
保
保
存
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
債
権
者
の
注
意
義
務
 
 

の
拡
張
傾
向
を
明
確
に
提
示
し
た
研
究
は
少
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
星
野
伸
上
の
研
究
「
昭
三
∴
 
は
、
西
村
博
士
の
研
究
（
昭
二
 
 

七
」
 
を
さ
ら
に
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

し
か
L
、
こ
の
よ
う
な
星
野
博
上
の
指
摘
は
、
そ
の
後
の
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
 
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
推
論
す
る
と
、
川
 
 

第
一
に
、
担
保
保
存
義
務
制
度
の
問
題
は
、
金
融
実
務
の
専
門
家
が
中
心
と
な
っ
て
議
論
す
る
時
代
が
そ
の
後
長
く
続
き
、
実
務
主
導
 
 

型
の
領
域
と
な
っ
て
い
く
っ
債
権
者
の
注
意
義
務
は
、
換
言
す
る
と
金
融
機
関
の
注
意
義
務
で
あ
り
、
そ
の
義
務
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
 
 

は
金
融
機
関
側
に
と
っ
て
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
の
注
意
義
務
が
拡
張
す
れ
ば
、
担
保
 
 

の
差
替
え
・
放
棄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
債
権
の
管
理
・
担
保
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
も
広
く
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
金
融
機
関
 
 

の
責
任
が
重
く
な
る
。
例
え
ば
、
適
時
に
担
保
権
を
実
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
適
時
に
実
行
し
て
い
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
額
で
 
 

一
閃
二
 
 
 

き
な
問
題
に
関
す
る
馴
鹿
で
あ
り
、
実
質
的
な
苦
味
で
の
信
義
則
に
基
づ
く
制
度
と
い
っ
て
よ
い
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
 
 

の
補
完
制
度
と
位
置
付
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
右
の
分
析
に
よ
る
と
、
制
度
の
位
置
付
け
自
体
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

現
に
、
星
野
博
士
は
、
そ
の
体
系
苦
に
お
い
て
、
担
保
保
存
義
務
制
度
は
弁
済
に
よ
る
代
位
の
所
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
大
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一
四
二
 
 
 

の
換
価
が
で
き
ず
十
分
に
債
権
回
収
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
、
債
権
者
の
義
務
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
（
債
権
者
の
不
作
為
に
よ
 
 

る
義
務
違
反
）
。
扉
第
二
に
、
保
証
契
約
を
片
務
契
約
と
解
す
る
伝
統
的
な
法
理
が
あ
り
、
そ
れ
が
壁
と
な
っ
て
い
る
。
債
権
者
の
注
意
 
 

義
務
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
程
と
し
て
、
保
証
契
約
を
片
務
契
約
と
解
す
る
こ
と
の
再
検
討
、
さ
ら
に
は
片
務
契
約
・
双
務
 
 

契
約
の
意
義
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
㈲
第
三
に
、
債
権
者
が
注
意
義
務
を
負
う
と
し
て
も
、
債
権
者
が
負
う
注
意
義
務
の
性
質
 
 

が
問
題
と
な
る
。
債
務
者
が
負
う
義
務
と
は
同
列
に
語
れ
な
い
性
質
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
債
権
者
の
注
意
義
務
の
性
質
・
 
 

効
果
を
原
理
部
分
か
ら
分
析
し
直
す
必
要
が
あ
り
、
義
務
論
の
蓄
積
が
必
要
と
な
る
J
 
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
金
融
実
務
家
が
 
 

扱
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
㈲
第
四
に
、
信
義
則
の
枠
組
み
を
導
入
す
る
と
、
担
保
保
存
義
務
制
度
の
位
置
付
け
を
根
本
的
に
見
 
 

直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
 
こ
れ
も
制
度
の
原
理
部
分
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
っ
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